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再生紙を使用しています 

 

「
江
古
田
の
富
士
塚
」 

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財 

 
 
 
 
 
 

区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財 

（
小
竹
町
１-

59 

浅
間
神
社
） 

 
 

江
戸
時
代
後
期
に
小
竹
丸
祓
講
（
旧
下
練

馬
村
・
中
荒
井
村
・
中
村
・
上
板
橋
村
の
各

講
の
連
合
）
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
「
江

古
田
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
円
墳
状
で

高
さ
約
８
ｍ
、
直
径
約
30
ｍ
で
す
。
都
内
の

富
士
塚
の
な
か
で
も
規
模
の
大
き
な
も
の
で

す
。
塚
の
一
部
が
富
士
山
の
溶
岩
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。 

大
正
12
年
（
一
九
二
三
）
関
東
大
震
災
の

際
に
損
壊
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
復
旧
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
の
際
に
も
、
頂
上
の
石
宮
台
座
の
破

損
、
溶
岩
の
崩
落
、
石
造
物
の
傾
き
な
ど
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
翌
年
９
月
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。 

 
 

山
開
き
は
７
月
１
日
で
す
。
ふ
だ
ん
は
非

公
開
で
す
が
、
１
月
１
日
～
３
日
、
お
よ
び

９
月
第
２
土
・
日
曜
日
（
浅
間
神
社
の
祭
礼
）

に
参
詣
者
に
開
放
さ
れ
ま
す
。 

 

【
行
き
方
】
西
武
池
袋
線 

江
古
田
駅
下
車 

北
口
（
武
蔵
野
音
大
方
面
）
を
出
て
す
ぐ 

 

昨
年
６
月
、
富
士
山
と
関
連
す
る
文
化
財

群
が
「
富
士
山
―
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源

泉
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
区
内
に
も
、
富
士
山
信
仰
に
関
わ
る

文
化
財
で
あ
る
富
士
塚
が
５
か
所
に
残
っ

て
い
ま
す
（
内
１
か
所
は
、
非
公
開
）
。 

古
く
か
ら
富
士
山
を
霊
山
と
す
る
信
仰

は
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
民
衆
の

間
に
も
広
ま
り
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
昭
和

初
め
頃
に
か
け
て
、
富
士
山
登
拝
を
目
的
と

し
た
富
士
講
と
呼
ば
れ
る
信
仰
者
の
集
ま

り
が
各
地
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

富
士
講
は
、
大
山

お
お
や
ま

（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

へ
登
拝
す
る
大
山
講
、
木
曽
御
嶽

お
ん
た
け

山
（
長

野
・
岐
阜
県
境
）
へ
登
拝
す
る
御
嶽
講
な
ど

と
と
も
に
山
岳
信
仰
の
講
と
し
て
、
か
つ
て

は
区
内
で
も
盛
ん
で
し
た
。
古
文
書
や
石
碑

銘
な
ど
に
は
丸
吉

ま
る
き
ち

講
、
丸
祓

ま
る
は
ら
い

講
、
丸 ま

る

嘉 か

講
な

ど
が
確
認
で
き
ま
す
。 

 

富
士
講
が
盛
ん
に
な
る
と
、
江
戸
を
中
心

と
し
た
近
辺
に
は
、
富
士
山
か
ら
運
ん
で
き

た
溶
岩
な
ど
を
配
し
て
富
士
山
を
模
し
た

塚
が
い
く
つ
も
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
富

士
塚
で
す
。
富
士
塚
に
登
拝
す
れ
ば
、
富
士

山
に
登
っ
た
の
と
同
じ
ご
利
益
が
あ
る
と

信
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
区
内
で
は
講
に
よ
る
富
士
参
詣
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
富
士
塚
の
山
開
き

な
ど
の
行
事
が
続
い
て
い
る
講
も
あ
り
ま

す
。 

 

こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
４
つ
の
富
士
塚
は
、

特
定
の
期
間
の
み
公
開
さ
れ
る
「
江
古
田
の

富
士
塚
」
以
外
は
、
い
つ
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
区
内
の
富
士
登
山
を
楽
し
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。 

  

「
氷
川
神
社
富
士
塚
」 

区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財 

（
北
町
８-

22 

氷
川
神
社
境
内
） 

 
 

氷
川
神
社
の
鳥
居
脇
に
丸
吉
講
に
よ
り
築

か
れ
た
富
士
塚
で
す
。
北
側
基
部
か
ら
の
高

さ
は
約
3.7
ｍ
、
径
は
約
15
ｍ
で
す
。
築
造
時

期
は
不
明
で
す
が
、
配
置
さ
れ
る
石
造
物
か

ら
江
戸
時
代
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
講
は
消
滅
し
、
行
事
な
ど
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

【
行
き
方
】
都
営
大
江
戸
線
光
が
丘
駅
か
ら

み
ど
り
バ
ス
「
東
武
練
馬
駅
入
口
」
行

に
乗
車
し
て
、
「
北
町
三
丁
目
」
バ
ス
停

で
下
車
徒
歩
10
分 

 

 

「
中
里
の
富
士
塚
」 

 
 
 
 
 
 
 

区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財 

 
 
 
 
 

（
大
泉
町
１-

44 

八
坂
神
社
脇
） 

明
治
時
代
初
め
頃
に
丸
吉
講
に
よ
り
築
か

れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
富
士
塚
で
す
。
文
政
５
年

（
一
八
二
二
）
の
石
碑
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
築

造
は
江
戸
時
代
後
期
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
南
側
の
基
部
か
ら
の
高
さ
が
約
12

ｍ
、
径
は
30
ｍ
あ
り
、
区
内
で
も
大
き
な
規

模
の
も
の
で
す
。 

石
造
物
も
数
多
く
あ
り
、
区
内
で
唯
一
の
道

祖
神
の
石
碑
も
あ
り
ま
す
。 

現
在
も
地
元
の
富
士
講
に
よ
っ
て
毎
年
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
開
き
は
８
月
１
日

で
す
。 

【
行
き
方
】
①
西
武
池
袋
線
保
谷
駅
南
口
か
ら

み
ど
り
バ
ス
「
光
が
丘
駅
」
行
に
乗
車
し

て
、
「
別
荘
橋
」
バ
ス
停
で
下
車
徒
歩
３

分 

 
 

②
都
営
大
江
戸
線
光
が
丘
駅
か
ら
み
ど

り
バ
ス
「
保
谷
駅
南
口
」
行
に
乗
車
し
て
、

「
別
荘
橋
」
バ
ス
停
で
下
車
徒
歩
３
分 

   
 
 
 

 

 

 

 
「
下
練
馬
の
富
士
塚
」 

区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財 

（
北
町
２-

41 

浅
間
神
社
） 

 
 

江
戸
時
代
に
下
練
馬
上
宿
・
中
宿
の
丸
吉
講

に
よ
り
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
富
士

塚
で
す
。
高
さ
は
約
５
ｍ
、
径
は
約
15
ｍ
で

す
。
明
治
５
年
（
一
八
七
二
）
と
昭
和
２
年
（
一

九
二
七
）
に
修
復
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

も
町
会
の
有
志
に
よ
り
、
７
月
１
日
に
山
開
き

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
行
き
方
】
①
都
営
大
江
戸
線
光
が
丘
駅
か
ら

み
ど
り
バ
ス
「
東
武
練
馬
駅
入
口
」
行
に

乗
車
し
て
、
「
北
町
二
丁
目
東
」
バ
ス
停

で
下
車
し
て
す
ぐ 

②
東
武
東
上
線
東
武
練
馬
駅
下
車
南
口

を
出
て
徒
歩
４
分 

 

 

白子川 

別荘橋 

 

コンビニ 

八坂神社 

の 
富士塚 

みどりバス 

別荘橋バス停 

みどりバス 
保谷方面 

 



江
古
田
…
駅
前
に
し
て
深
山
の
趣 

中里…紅葉に彩られた優美な山容 



下
練
馬
…
溶
岩
を
ま
と
っ
た 

雄
々
し
い
山
容 



下
練
馬
…
山
頂
か
ら
の
眺
望
。
賑
や
か
な
商
店
街
を
望
む
。 

氷
川
神
社(

山
容)

…
と
っ
て
も 

 
 

コ
ン
パ
ク
ト

 

歩道橋 

八坂神社 

氷川神社 

中里の 
富士塚 

富士塚 
参
道 

参
道 

工務店 区立 
北町地域
集会所 

みどりバス 

北町三丁目バス停 

川越街道 

和光市方面 

中里…山頂からの眺望。 

山頂に立つと怖いくらいに

高い。遠くに石神井公園ピア

レスのビルが見える。 

 

 

特
集 


